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平成 19 年 10 月 1 日をもって完全子会社化した大栄太源株式会社に関する平成 20 年 3 月中

間期の業績（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日）につき、添付の通りお知らせいたしま

す。 
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半期報告書提出予定日  平成 19 年 12 月 17 日  
 

（百万円未満切捨て） 
１．19 年 9 月中間期の連結業績（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 
(1)連結経営成績                              （％表示は対前年中間期増減率） 
 

売 上 高     営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

42,511  △3.0  
43,810   2.0  

△422    － 
△128    － 

△384    －  
△115    －  

△392    － 
△101    － 

19 年 3 月期 92,055    －  14    － 37    －  △127    － 
 

 
１株当たり中間 
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益 

  円  銭 円  銭

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

△28  25  
△7  26  

－  －  
－  －  

19 年 3 月期 △9  12  －  －  
(参考) 持分法投資損益 19 年 9 月中間期  － 百万円  18 年 9 月中間期  － 百万円  19 年 3 月期  － 百万円 
 
(2)連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

29,813    
32,466    

13,451   
14,152   

45.0   
43.5   

965  86 
1,013  93 

19 年 3 月期 29,456    14,083   47.7   1,008  96 
(参考) 自己資本  19 年 9 月中間期 13,427 百万円  18 年 9 月中間期 14,132 百万円  19 年 3 月期 14,060 百万円 
 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円 
19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

681    
△1,884    

△233   
△298   

△161    
1,889    

1,126   
811   

19 年 3 月期 △1,034    277   487    840   
 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 期末 年間 

  円 銭  円 銭

19 年 3 月期 10 00  10 00 

20 年 3 月期  

20 年 3 月期（予想） 10 00  
10 00 

 
３．20 年 3 月期の連結業績予想（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

（％表示は対前期増減率） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円 ％ 百万円  ％  円  銭

通 期 89,800 △2.5  10 △31.5 140 270.5 △170  －  △12 23 
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動
 
(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中
本となる重要な事項の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更  有 
② ①以外の変更   無 

(注)詳細は、13 ページ「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」
 
(3) 発行済株式数（普通株式） 
①期末発行済株式数(自己株式を含む) 
   19 年 9 月中間期 14,139,566 株  18 年 9 月中間期 14,139,566 株 
②期末自己株式数 
   19 年 9 月中間期   237,846 株  18 年 9 月中間期   201,168 株 

(注)1 株当たり中間（当期）純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、1
ください。 

 
 
(参考)個別業績の概要 
 
１.19 年 9 月中間期の個別業績(平成 19 年 4 月 1日～平成 19 年 9 月 30 日) 
(1)個別経営成績                          （

 売 上 高     営業利益 経常利益

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円 

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

41,299  △2.9  
42,512   2.0  

△350    － 
△100    － 

△361   
△66   

19 年 3 月期 89,413    －  29    － 66    
 １株当たり中間 

（当期）純利益 
 円  銭 
19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

△27 23  
△3 78  

19 年 3 月期 △5 66   
(2)個別財政状態 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比

 百万円 百万円 
19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

29,445   
32,094   

13,240  
13,943  

45
43

19 年 3 月期 29,091   13,866  47
(参考) 自己資本 19 年 9 月中間期 13,240 百万円 18 年 9 月中間期 13,943 百万円

 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明，その他特記事項 

 通期の連結業績予想につきましては、平成 19 年５月 21 日の決算発表時に
ます。業績予想修正に関する事項は、３ページ「１．経営成績 (1)経営成
通し」をご参照下さい。 
 業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した
今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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）  無 

間連結財務諸表作成のための基

をご覧ください。 

 19 年 3 月期 14,139,566 株 

 19 年 3 月期   204,008 株 
3 ページ「１株当たり情報」をご覧

％表示は対前年中間期増減率） 

 中間（当期）純利益 
 ％ 百万円  ％ 
 －  
 －  

△378    － 
△52    － 

 －  △78    － 

率 １株当たり純資産 
％ 円  銭 

.0  

.4  
952 47 
1,000 33 

.7  995 04 
 19 年 3 月期 13,866 百万円 

公表した予想を修正しており
績に関する分析 ②当期の見

ものであり、実際の業績は、
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１．経営成績 

 

 (1) 経営成績に関する分析 

 

  ① 当中間期の経営成績 

    当中間期におけるわが国経済は、堅調な輸出に支えられた企業収益の拡大を背景に、設備投資が増勢

に転じるなど、個人消費の伸び悩みはあるものの景気は引き続き緩やかな回復基調を示しております。 

    当社グループを取り巻く水産物流通業界におきましては、国際的な水産物需要の増加に伴って買付価

格が高騰し、コストが増大する一方で、食品の不正表示問題が消費マインドを悪化させるという厳しい

経営環境にありました。 

    このような状況下、当社グループの主力商品である海老の取扱いにおきましては、養殖バナメイ海老

の増加による市場状況の変化から、強みである天然海老の取扱いが減少し、ムキエビ・加工海老等の拡

販に注力しましたが、その減少分をカバーするまでには至りませんでした。また、冷凍魚では、魚介類

の値上がり傾向から取扱い単価は上昇しているものの、取扱い数量が減少しております。安全性への懸

念問題から中国産品に対する消費が全体的に冷え込んだことに加え、マグロ・北方凍魚等の取扱いが大

きく減少しました。 
    その結果、売上高は、425 億１千１百万円（前年中間期比 3.0％減）と前年中間期を下回りました。利

益面では、売上高の減少による売上総利益の減少に加え、賞味期限・相場状況等から判断し早期に処分

すべき商品在庫については処分を実施した結果、前年中間期より売上総利益率が 0.4 ポイント減少し、

営業損失は４億２千２百万円、経常損失は３億８千４百万円となりました。 

    中間純損益につきましては、投資有価証券売却益２千９百万円を特別利益に計上いたしましたが、当

中間期において事業再構築のため事業所の統廃合を実施し、これに係る損失３千２百万円を特別損失に

計上した結果、３億９千２百万円の損失となりました。 

 

  ② 当期の見通し 

    今後の見通しにつきましては、輸出と設備投資が牽引し回復基調にあるものの、「サブプライムロー

ン」問題の拡大や原油高の影響から、景気の先行きには不透明感が漂っております。また、国内ではガ

ソリン・素材価格の上昇や食料品の値上げが影響し、消費動向に悪影響を及ぼしております。 

    このような状況から、下期においても取扱高の急激な回復は見込み辛く、従来予想より売上高は減少

するものと予測されますが、最需要期である第３四半期（10 月～12 月）においては、ムキエビ・加工海

老等の拡販に一層注力するとともに、国産品に重点を置いて、カニ・貝類・マグロ・北方凍魚等の取扱

いに注力し上期の挽回を図ります。 
    また、利益面では、上期において商品在庫の回転率を向上させ、効率的な営業体質作りに重点的に取

り組んできた結果、下期は改善された商品在庫による営業活動が可能となることや、宇部工場のスーパ

ーオーブン設備が本格稼動となり、年末に向け御節関連食材等高度加工品の投入が本格化することによ

り、売上総利益率のアップが見込まれます。 

    上記のほか、下期において、営業外収益で為替差益の計上を予定しております。  
    以上により、通期の連結業績は、売上高 898 億円(前期比 2.5％減)、営業利益１千万円(前期比 31.5％

減)、経常利益１億４千万円(前期比 270.5％増)、当期純損失１億７千万円となる見込みです。 
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 (2) 財政状態に関する分析 

    ① 資産、負債、純資産の状況 

    当中間期末の総資産は 29,813 百万円となり、前年同期末と比べ 2,653 百万円減少しております。減少

の主な要因は、流動資産において受取手形及び売掛金が 977 百万円、たな卸資産が 739 百万円、それぞ

れ減少しております。また、固定資産において有形固定資産が 269 百万円、投資有価証券が 281 百万円、

それぞれ減少しております。 

    負債合計は 16,362 百万円となり、前年同期末と比べ 1,952 百万円減少しております。減少の主な要因

は、流動負債において支払手形及び買掛金が 474 百万円、短期借入金が 1,000 百万円、それぞれ減少し

ております。また、固定負債で長期借入金が 400 百万円減少しております。 

    純資産合計は 13,451 百万円となり、前年同期末と比べ 701 百万円減少しております。減少の主な要因

は、株主資本において利益剰余金が 539 百万円減少しております。 

    以上の要因により、当中間期末の自己資本比率は 45.0％となり、前年同期末と比べ 1.5 ポイント増加

しましたが、１株当たり純資産は 965 円 86 銭となり、前年同期末と比べ 48 円 07 銭減少しております。 

  ② キャッシュ・フローの状況 

    当中間期における営業活動によるキャッシュ・フローは、681 百万円資金が増加しております。増加

の主な要因は、仕入債務の増加額 1,592 百万円及び売上債権の減少額 278 百万円による資金の増加と、

税金等調整前中間純損失 388 百万円及びたな卸資産の増加額 790 百万円による資金の減少によるもので

あります。 

    投資活動によるキャッシュ・フローは、233 百万円資金が減少しております。減少の主な要因は、投

資有価証券の売却による収入 224 百万円による資金の増加と、投資有価証券の取得による支出 421 百万

円による資金の減少によるものであります。 

    財務活動によるキャッシュ・フローは、161 百万円資金が減少しております。減少の主な要因は、短

期借入金の純増加額 200 百万円による資金の増加と、長期借入金の返済による支出 200 百万円及び配当

金の支払額 139 百万円による資金の減少によるものであります。 

    以上の要因により、現金及び現金同等物期末残高は 1,126 百万円となり、前期末と比べ 286 百万円資

金が増加しております。 

  （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  17 年 9 月中間期 18 年３月期 18 年 9 月中間期 19 年 3 月期 19 年 9 月中間期

自己資本比率 (％) 46.9 49.2 43.5 47.7  45.0 

時価ベースの自己資本比率 (％) 32.4 33.8 25.7 25.5  30.3 

債務償還年数 (年) － 83.4 － －  － 

インタレスト･カバレッジ･レシオ (倍) － 1.7 － －  27.2 

  ・自己資本比率      ：（純資産－少数株主持分）／総資産 

  ・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

  ・債務償還年数      ：有利子負債／営業キャッシュ・フロー (中間期は記載しておりません) 

  ・インタレスト・カバレッジ・レシオ ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

  (注)１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

    ２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。 

    ３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロ

ーを利用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支

払っている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロ

ー計算書の利息の支払額を使用しております。 

    ４．債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナスの場

合には記載しておりません。 

 

 (3) 利益配分に関する基本方針及び当期の配当 
 

   当社は、株主に対する利益還元を重要施策の一つと考えており、利益配分につきましては、業績動向並

びに配当性向等を総合的に勘案し、安定的な配当を継続することを基本方針としております。 
   当期の業績見通しは非常に厳しい状況ではありますが、期末配当金につきましては従来どおり１株当た

り 10 円の配当を予定しております。 
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２．企業集団の状況 
   最近の有価証券報告書（平成 19 年６月 29 日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の

状況」から重要な変更がないため開示を省略しております。 

 

３．経営方針 

   平成 19 年３月期決算短信（平成 19 年５月 21 日開示）により開示を行った内容から重要な変更がないため開

示を省略しております。 

   当該経営方針の内容は、当社ホームページ（ＵＲＬ：http://www.daieitaigen.co.jp/）の「会社情報－経営

の基本方針」及び「ＩＲ情報－ＩＲ基本方針・中期経営計画」でご覧いただくことができます。 
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４．中間連結財務諸表 

(1) 中間連結貸借対照表 
  （単位：百万円） 

前年中間期 当 中 間 期 前 期 

（平成 18 年 9 月 30 日現在） （平成 19 年 9 月 30 日現在） （平成 19年 3月 31 日現在） 
               期  別  
 
 科  目 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

（ 資 産 の 部 ） ％ ％ ％

Ⅰ 流 動 資 産 ２４,１７３ 74.5 ２２,２１１ 74.5 ２１,８６６ 74.2

現 金 及 び 預 金 ８１７ １,１３０  ８５０

受取手形及び売掛金 １２,６６１ １１,６８４  １１,９３３

た な 卸 資 産 ９,２２１ ８,４８１  ７,６９０

そ の 他 １,５２５ ９５７  １,４４７

貸 倒 引 当 金 △   ５２ △   ４２  △   ５５

Ⅱ 固 定 資 産 ８,２９３ 25.5 ７,６０１ 25.5 ７,５９０ 25.8

 １.有 形 固 定 資 産 ５,９４０ ５,６７０  ５,７２１

建 物 及 び 構 築 物 ２,２４１ ２,０５４  ２,１０５

機械装置及び運搬具 １００ １０４  ９８

工具、器具及び備品 ８０ ６７  ７３

土 地 ３,５１８ ３,４４４  ３,４４４

 ２.無 形 固 定 資 産 ６２ ５７  ６１

 ３.投資その他の資産 ２,２９０ １,８７３  １,８０７

投 資 有 価 証 券 １,２８０ ９９９  ７７８

長 期 貸 付 金 １１ －  ４

そ の 他 １,１７６ １,０３７  １,２１８

貸 倒 引 当 金 △  １７７ △  １６４  △ １９３

資 産 合 計 ３２,４６６ 100.0 ２９,８１３ 100.0 ２９,４５６ 100.0
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  （単位：百万円） 

前 年 中 間 期 当 中 間 期 前 期 

（平成 18 年 9 月 30 日現在） （平成 19 年 9 月 30 日現在） （平成19年 3月 31日現在） 
                期  別  
 
 科  目 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構 成 比

（ 負 債 の 部 ） ％ ％ ％

Ⅰ 流 動 負 債 １６,３８３ 50.5 １４,８７５ 49.9 １３,５６１ 46.0

支払手形及び買掛金 ９,３７７ ８,９０２  ７,７０７

短 期 借 入 金 ６,０００ ５,０００  ４,８００

一年内返済予定の長期借入金 ４００ ４００  ４００

未 払 法 人 税 等 ４２ ４０  ５８

賞 与 引 当 金 １４４ １４４  １５８

そ の 他 ４１９ ３８８  ４３６

Ⅱ 固 定 負 債 １,９３０ 5.9 １,４８６ 5.0 １,８１１ 6.2

長 期 借 入 金 ４００ －  ２００

長 期 未 払 金 － ２４４  －

再評価に係る繰延税金負債 ４４６ ４３３  ４３３

退 職 給 付 引 当 金 ６８５ ６４４  ７３３

役 員 退 職 引 当 金 ２２５ ４  ２５４

そ の 他 １７２ １６０  １８９

負 債 合 計 １８,３１４ 56.4 １６,３６２ 54.9 １５,３７３ 52.2

（ 純 資 産 の 部 ）  

Ⅰ 株 主 資 本 １５,２７５ 47.0 １４,７１１ 49.3 １５,２６６ 51.8

資 本 金 ５,２１１ 16.1 ５,２１１ 17.5 ５,２１１ 17.7

資 本 剰 余 金 ５,０１０ 15.4 ５,０１０ 16.8 ５,０１０ 17.0

利 益 剰 余 金 ５,１８１ 16.0 ４,６４１ 15.5 ５,１７４ 17.6

自 己 株 式 △ １２８ △0.4 △ １５２ △0.5 △ １３０ △0.5

Ⅱ 評価・換算差額等 △１,１４３ △3.5 △１,２８４ △4.3 △１,２０６ △4.1

その他有価証券評価差額金 ８０ 0.2 １５ 0.1 ６４ 0.2

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ２１２ 0.7 １４３ 0.5 １７８ 0.6

土 地再評価差額金 △１,４３８ △4.4 △１,４５７ △4.9 △１,４５７ △4.9

為 替換算調整勘定 ２ 0.0 １３ 0.0 ７ 0.0

Ⅲ 少 数 株 主 持 分 １９ 0.1 ２３ 0.1 ２３ 0.1

純 資 産 合 計 １４,１５２ 43.6 １３,４５１ 45.1 １４,０８３ 47.8

負 債 純 資 産 合 計 ３２,４６６ 100.0 ２９,８１３ 100.0 ２９,４５６ 100.0
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(2) 中間連結損益計算書 
（単位：百万円） 

前年中間期 当 中 間 期 前 期 

（18. 4. 1～18. 9.30） （19. 4. 1～19. 9.30） （18. 4. 1～19. 3.31）
                  期  別  
 
  科  目 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

 ％ ％ ％

Ⅰ 売 上 高 ４３,８１０ 100.0 ４２,５１１ 100.0 ９２,０５５ 100.0

Ⅱ 売 上 原 価 ３９,２４７ 89.6 ３８,２５５ 90.0 ８２,４７５ 89.6

売 上 総 利 益 ４,５６３ 10.4 ４,２５５ 10.0 ９,５８０ 10.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ４,６９１ 10.7 ４,６７７ 11.0 ９,５６５ 10.4

営業利益（△は損失） △ １２８ △0.3 △ ４２２ △1.0 １４ 0.0

Ⅳ 営 業 外 収 益 ４４ 0.1 ９３ 0.2 ９６ 0.1

受 取 利 息 ０ ３  ２

受 取 配 当 金 ８ １０  １５

家 賃 収 入 ５ ４  ９  

土 地 賃 貸 収 入 １３ １３  ２６  

為 替 差 益 － ４６  －

その他の営業外収益 １６ １５  ４２

Ⅴ 営 業 外 費 用 ３１ 0.1 ５５ 0.1 ７３ 0.1

支 払 利 息 １８ ２４  ４６

為 替 差 損 ８ －  －

家 賃 収 入 原 価 ２ １  ６

固 定 資 産 除 却 損 １ ０  ５

た な 卸 資 産 廃 棄 損 － ２２  －

その他の営業外費用 １ ５  １５

経常利益（△は損失） △ １１５ △0.3 △ ３８４ △0.9 ３７ 0.0

Ⅵ 特 別 利 益 ４６ 0.1 ３９ 0.1 ２２０ 0.2

投資有価証券売却益 ４６ ２９  ２２０

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 － １０  －

Ⅶ 特 別 損 失 ３４ 0.1 ４３ 0.1 ２３８ 0.3

減 損 損 失 － －  ８４

投資有価証券評価損 ８ １０  １４

投資有価証券売却損 － －  ３９

関係会社株式売却損 － －  １３

経 営 基 盤 整 備 費 用 ２６ －  ５０

事 業 再 編 損 失 － －  ３５

事 業 所 統 廃 合 損 失 － ３２  －

税 金 等 調 整 前 中 間 
（当期）純利益（△は損失） △ １０３ △0.2 △ ３８８ △0.9 ２０ 0.0

法人税､住民税及び事業税 ２５ 0.1 １９ 0.0 ４９ 0.1

過 年 度 法 人 税 等 － － － － １１ 0.0

法 人 税 等 調 整 額 △  ２５ △0.1 △  １１ △0.0 ８７ 0.1

少 数 株 主 損 失    ２ 0.0 ３ 0.0 １ 0.0

中 間 （ 当 期 ） 純 損 失 １０１ △0.2 ３９２ △0.9 １２７ △0.1
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(3) 中間連結株主資本等変動計算書 
前年中間期（18. 4. 1～18. 9.30）                               （単位：百万円） 

株主資本 評価・換算差額等 

 

資本金 
資本 

剰余金 

利益 

剰余金 
自己株式

株主資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価差額金

繰延 

ヘッジ 

損益 

平成 18 年 3月 31 日残高 5,211 5,010 5,405 △127 15,500 171 －

中間連結会計期間中の変動額   

 剰余金の配当（注）  △139 △139 

 連結子会社の増加に伴う増加高  16 16 

中間純損失  △101 △101 

自己株式の取得  △0 △0 

 株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額（純額） 
  △91 212

中間連結会計期間中の変動額合計 － － △223 △0 △224 △91 212

平成 18 年 9月 30 日残高 5,211 5,010 5,181 △128 15,275 80 212

 

評価・換算差額等 

 土地 

再評価 

差額金 

為替換算

調整勘定

評価・換算

差額等合計

少数株主

持分 

純資産 

合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 △1,438 － △1,266 － 14,233 

中間連結会計期間中の変動額   

 剰余金の配当（注）  △139 

 連結子会社の増加に伴う増加高  16 

中間純損失  △101 

自己株式の取得  △0 

 株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額（純額） 
－ 2 123 19 142 

中間連結会計期間中の変動額合計 － 2 123 19 △81 

平成 18 年 9月 30 日残高 △1,438 2 △1,143 19 14,152 

（注）平成 18 年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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当中間期（19. 4. 1～19. 9.30）                                （単位：百万円） 

株主資本 評価・換算差額等 

 

資本金 
資本 

剰余金 

利益 

剰余金 
自己株式

株主資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価差額金

繰延 

ヘッジ 

損益 

平成 19 年 3月 31 日残高 5,211 5,010 5,174 △130 15,266 64 178

中間連結会計期間中の変動額   

 剰余金の配当  △139 △139 

中間純損失  △392 △392 

自己株式の取得  △22 △22 

 株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額（純額） 
  △49 △34

中間連結会計期間中の変動額合計 － － △532 △22 △554 △49 △34

平成 19 年 9月 30 日残高 5,211 5,010 4,641 △152 14,711 15 143

 

評価・換算差額等 

 土地 

再評価 

差額金 

為替換算

調整勘定

評価・換算

差額等合計

少数株主

持分 

純資産 

合計 

平成 19 年 3月 31 日残高 △1,457 7 △1,206 23 14,083 

中間連結会計期間中の変動額   

 剰余金の配当  △139 

中間純損失  △392 

自己株式の取得  △22 

 株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額（純額） 
－ 5 △78 0 △77 

中間連結会計期間中の変動額合計 － 5 △78 0 △632 

平成 19 年 9月 30 日残高 △1,457 13 △1,284 23 13,451 
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前期（18. 4. 1～19. 3.31）                                 （単位：百万円） 

株主資本 評価・換算差額等 

 

資本金 
資本 

剰余金 

利益 

剰余金 
自己株式

株主資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価差額金

繰延 

ヘッジ 

損益 

平成 18 年 3月 31 日残高 5,211 5,010 5,405 △127 15,500 171 －

連結会計年度中の変動額   

 剰余金の配当（注）  △139 △139 

 連結子会社の増加に伴う増加高  16 16 

当期純損失  △127 △127 

自己株式の取得  △2 △2 

土地再評価差額金取崩  18 18 

 株主資本以外の項目の連結会計

年度中の変動額（純額） 
  △107 178

連結会計年度中の変動額合計 － － △230 △2 △233 △107 178

平成 19 年 3月 31 日残高 5,211 5,010 5,174 △130 15,266 64 178

 

評価・換算差額等 

 土地 

再評価 

差額金 

為替換算

調整勘定

評価・換算

差額等合計

少数株主

持分 

純資産 

合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 △1,438 － △1,266 － 14,233 

連結会計年度中の変動額   

 剰余金の配当（注）  △139 

 連結子会社の増加に伴う増加高  16 

当期純損失  △127 

自己株式の取得  △2 

土地再評価差額金取崩  18 

 株主資本以外の項目の連結会計

年度中の変動額（純額） 
△18 7 59 23 83 

連結会計年度中の変動額合計 △18 7 59 23 △150 

平成 19 年 3月 31 日残高 △1,457 7 △1,206 23 14,083 

（注）平成 18 年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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(4) 中間連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円） 

前 年 中 間 期 

(18. 4. 1～18. 9.30)

当 中 間 期 

(19. 4. 1～19. 9.30) 
前 期 

(18. 4. 1～19. 3.31)
                       期        別  
項        目 

金 額 金 額 金  額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前中間（当期）純利益（△は損失）  △     １０３  △     ３８８ ２０ 
減 価 償 却 費 １０３ １０２ ２０８ 
減 損 損 失 － －       ８４ 
賞 与 引 当 金 の 増 減 額  △      １３  △      １４ ０ 
退 職 給 付 引 当 金 の 増 減 額  △     １０３  △      ８９ △      ５５ 
役 員 退 職 引 当 金 の 増 減 額  △      ５４  △     ２４９ △      ２６ 
貸 倒 引 当 金 の 増 減 額 △       ５ △      ４３  １４ 
受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 △       ９ △      １４ △       １７ 
為 替 差 益 △       ０ △      ３１ △       ０ 
投 資 有 価 証 券 売 却 益  △      ４６ △      ２９ △     ２２０ 
投 資 有 価 証 券 売 却 損 － － ３９ 
関 係 会 社 株 式 売 却 損 － － １３ 
支 払 利 息 １８ ２４ ４６ 
事 業 再 編 損 失 － － ３５ 
有 形 固 定 資 産 除 却 損 １ ０ ５ 
投 資 有 価 証 券 評 価 損 ８ １０ １４ 
売 上 債 権 の 増 減 額 △  ２,２５４ ２７８ △  １,５４８ 
た な 卸 資 産 の 増 減 額 △  １,３８０  △     ７９０ １４５ 
仕 入 債 務 の 増 減 額   ２,１８５ １,５９２ ３９３ 
未 払 消 費 税 等 の 増 減 額  △     １７５ △       ７ △     １４０ 
長 期 未 払 金 の 増 減 額 － ２４４ － 
そ の 他 ６２ １３０ １１０ 

小 計 △  １,７６７ ７２７ △     ８７７ 

利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 ９ １３ １７ 
利 息 の 支 払 額 △      １８ △      ２５ △      ４６ 
法 人 税 等 の 支 払 額 △     １０７ △      ３４ △     １２８ 

営業活動によるキャッシュ・フロー △  １,８８４ ６８１ △  １,０３４ 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △      ２７ △      ４８ △      ３８ 
有形固定資産の売却による収入 － １ ３９ 
投資有価証券の取得による支出 △     ３４９ △     ４２１ △     ４９４ 
投資有価証券の売却による収入 ６９ ２２４ ７７６ 
貸 付 け に よ る 支 出 △       １ － △      １ 
貸 付 金 の 回 収 に よ る 収 入 ７ ４ １３ 
連結範囲変更を伴う子会社株式の売却による支出 － － △      １４ 
そ の 他 ３ ６ △      ２ 

投資活動によるキャッシュ・フロー △     ２９８ △     ２３３ ２７７ 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

短 期 借 入 れ の 純 増 減 額 ２,６００ ２００ １,４００ 
長 期借入金の返済による支出 △     ５７０ △     ２００ △     ７７０ 
自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 △        ０ △       ２２ △       ２ 
配 当 金 の 支 払 額 △     １３９ △     １３９ △     １３９ 

財務活動によるキャッシュ・フロー   １,８８９ △     １６１ ４８７ 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額         ０         ０ ５ 

Ⅴ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 △     ２９２ ２８６ △     ２６４ 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 １,０２９ ８４０ １,０２９ 

Ⅶ 連結子会社の増加に伴う現金及び現金同等物期首残高の増加額 ７５ － ７５ 

Ⅷ 現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 ８１１   １,１２６ ８４０ 
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(5) 中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

   

   最近の有価証券報告書（平成 19 年６月 29 日提出）における記載から以下の変更を除き重要な変更がないた

め開示を省略しております。 

 

(6) 中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 

① 有形固定資産の減価償却の方法 

    法人税法の改正に伴い、当中間連結会計期間より、平成 19 年４月１日以降に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

    これによる当中間連結会計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

（追加情報） 

    法人税法の改正に伴い、平成 19 年３月 31 日以前に取得した有形固定資産については、改正前の法人税法

に基づく減価償却の方法の適用により取得価額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得

価額の５％相当額と備忘価額との差額を５年間にわたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。 

    これにより営業損失、経常損失及び税金等調整前中間純損失がそれぞれ５百万円増加しております。 

 

② 役員退職引当金 

    主な国内連結子会社は、役員退職金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を引当計上しており

ます。 

（追加情報） 

    当社は、取締役及び監査役の退職慰労金制度を廃止することとし、平成 19 年６月 28 日開催の定時株主総

会において、退職慰労金の打切り支給議案が承認可決されました。これにより「役員退職引当金」を全額取

崩し、打切り支給額の未払い分については、固定負債に「長期未払金」として表示しております。 

 

(7) 中間連結財務諸表に関する注記事項 

 

 ① セグメント情報 

  イ．事業の種類別セグメント情報 

    全セグメントの売上高の合計、営業損失の合計額に占める水産物卸売事業の割合が、いずれも 90％を超え

ているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

  ロ．所在地別セグメント情報 

    本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が 90％超であるため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

 

  ハ．海外売上高 

    海外売上高は、連結売上高の 10％未満のため、その記載を省略しております。 

 

 ② １株当たり情報 
  イ．１株当たり純資産額                      965 円 86 銭 

  ロ．１株当たり中間純損失                     28 円 25 銭   

    潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。 

    (注) １株当たり中間純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

       中間純損失                         392 百万円 

       普通株式に帰属しない金額            － 百万円 

       普通株式に係る中間純損失           392 百万円 

       普通株式の期中平均株式数        13,911,400 株 
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 ③ 重要な後発事象 
   当社は、平成 19 年 10 月４日開催の取締役会において、株式会社スイチョク及びやまは食品株式会社と合併

に関する覚書を締結することを決議し、同日付にて三社間で合併覚書を締結いたしました。 

   その概要は次のとおりであります。 

 

  イ．合併の目的 

    当社は、親会社（ＯＵＧホールディングス株式会社）グループにおけるコア事業である「市場外事業」の

さらなる競争力の強化を図る施策の一環として、平成 20 年４月１日を期日として株式会社スイチョク及びや

まは食品株式会社と事業を統合し、三社それぞれが保有する顧客基盤と経営資源を相互補完・活用して事業

としての競争力を強化することで、当社を含む親会社グループ全体の企業価値向上を目指してまいります。 

 

  ロ．合併の日程 

    合併契約書承認取締役会（予定）   平成 20 年２月上旬 

    合併契約書の締結（予定）      平成 20 年２月上旬 

    合併契約書承認株主総会（予定）   平成 20 年２月下旬 

    合併期日（予定）          平成 20 年４月１日 

 

  ハ．合併方式 

    当社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社スイチョク及びやまは食品株式会社は解散いたします。 

 

  ニ．合併比率 

    第三者機関の算定結果を踏まえ、当社、株式会社スイチョク、やまは食品株式会社の三社で協議の上、合

併契約書締結時に決定いたします。 

 

  ホ．合併当事会社の概要（平成 19 年３月 31 日現在） 

商 号 大栄太源株式会社（当社）

（合併会社） 

株式会社スイチョク 

（被合併会社） 

やまは食品株式会社 

（被合併会社） 

事 業 内 容 水産物卸売業 水産物卸売業 水産物卸売業 

設 立 年 月 日 昭和 24 年６月 18 日 昭和 24 年７月６日 昭和 55 年６月 26 日 

本 店 所 在 地 大阪市中央区日本橋 

一丁目 22 番 25 号 

大阪市此花区北港白津 

一丁目 11 番 52 号 

福岡市中央区港二丁目 

４番 13 号 

代 表 者 代表取締役社長 

村松 保範 

代表取締役社長 

薄波 卓郎 

代表取締役社長 

中尾 宏行 

資 本 金 5,211 百万円 333 百万円 103 百万円 

決 算 期 ３月 ３月 ３月 

従 業 員 数 467 名 104 名 116 名 

大 株 主 及 び 

持 株 比 率 

（平成 19 年 

10 月１日現在） 

ＯＵＧホールディングス 

株式会社    100.0％ 

ＯＵＧホールディングス 

株式会社    93.2％ 

ＯＵＧホールディングス 

株式会社    77.2％ 

大栄太源株式会社 6.5％ 

株式会社スイチョク16.3％ 

   

  ヘ．合併後の状況 

商 号 株式会社ショクリュー（平成 20 年４月１日商号変更予定） 

（英文名 Syokuryu Co.,Ltd.） 

事 業 内 容 水産物卸売業 

本 店 所 在 地 大阪市中央区日本橋一丁目 22 番 25 号 

代 表 者 代表取締役社長 竹西 俊之助 

資 本 金 5,211 百万円 

決 算 期 ３月 

 

 ④ 開示の省略 

   リース取引、有価証券、デリバティブ取引に関する注記事項については、中間決算短信における開示の必要

性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 
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５．中間個別財務諸表 

(1) 中間貸借対照表 
（単位：百万円） 

前年中間期 当 中 間 期 前 期 

（平成 18 年 9 月 30 日現在） （平成 19 年 9 月 30 日現在） （平成 19 年 3 月 31 日現在）
                  期  別  
 
  科  目 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

（ 資 産 の 部 ） ％ ％ ％

Ⅰ 流 動 資 産 ２３,７４９ 74.0 ２１,７８３ 74.0 ２１,４３９ 73.7

現 金 及 び 預 金 ６１６ ９６３  ６４５

受 取 手 形 ２２５ １３２  １５４

売 掛 金 １２,２２１ １１,３６０  １１,６０５

た な 卸 資 産 ９,１２２ ８,３５０  ７,５８５

そ の 他 １,６１２ １,０１４  １,５０１

貸 倒 引 当 金 △   ４８ △   ３８  △   ５２

Ⅱ 固 定 資 産 ８,３４５ 26.0 ７,６６２ 26.0 ７,６５１ 26.3

 １.有 形 固 定 資 産 ５,９１０ ５,６３４  ５,６８４

建 物 ２,１５０ １,９７３  ２,０２０

土 地 ３,５０２ ３,４２８  ３,４２８

そ の 他 ２５７ ２３３  ２３４

 ２.無 形 固 定 資 産 ５８ ５３  ５７

 ３.投資その他の資産 ２,３７６ １,９７３  １,９０９

そ の 他 ２,６１３ ２,２６９  ２,１７６

貸 倒 引 当 金 △  ２３７ △  ２９６  △ ２６６

資 産 合 計 ３２,０９４ 100.0 ２９,４４５ 100.0 ２９,０９１ 100.0
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（単位：百万円） 
前年中間期 当 中 間 期 前 期 

（平成 18 年 9 月 30 日現在） （平成 19 年 9 月 30 日現在） （平成 19 年 3 月 31 日現在）
                  期  別 
 
  科  目 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

（ 負 債 の 部 ） ％ ％ ％

Ⅰ 流 動 負 債 １６,２３５ 50.6 １４,７２７ 50.0 １３,４２９ 46.1

支 払 手 形 ２,２２２ ２,１７９  １,６２２

買 掛 金 ７,０２６ ６,５９７  ５,９８２

短 期 借 入 金 ６,０００ ５,０００  ４,８００

一年内返済予定の長期借入金 ４００ ４００  ４００

未 払 法 人 税 等 ４１ ３９  ５４

賞 与 引 当 金 １３０ １３１  １４３

そ の 他 ４１３ ３８０  ４２５

Ⅱ 固 定 負 債 １,９１５ 6.0 １,４７６ 5.0 １,７９５ 6.2

長 期 借 入 金 ４００ －  ２００

長 期 未 払 金 － ２４４  －

再評価に係る繰延税金負債 ４４６ ４３３  ４３３

退 職 給 付 引 当 金 ６８２ ６４０  ７３０

役 員 退 職 引 当 金 ２１６ －  ２４３

そ の 他 １７０ １５８  １８７

負 債 合 計 １８,１５１ 56.6 １６,２０４ 55.0 １５,２２５ 52.3

（ 純 資 産 の 部 ）  

Ⅰ 株 主 資 本 １５,０８９ 47.0 １４,５４０ 49.4 １５,０８０ 51.9

資 本 金 ５,２１１ 16.2 ５,２１１ 17.7 ５,２１１ 17.9

資 本 剰 余 金 ５,０１０ 15.6 ５,０１０ 17.0 ５,０１０ 17.2

資 本 準 備 金 ５,０１０ ５,０１０  ５,０１０

利 益 剰 余 金 ４,９９５ 15.6 ４,４７０ 15.2 ４,９８８ 17.2

利 益 準 備 金 ２４３ ２４３  ２４３

そ の 他 利 益 剰 余 金 ４,７５２ ４,２２６  ４,７４４

固定資産圧縮積立金 １４７ １３５  １４１

別 途 積 立 金 ４,０２０ ４,０２０  ４,０２０

繰 越 利 益 剰 余 金 ５８４ ７０  ５８３

自 己 株 式 △  １２８ △0.4 △  １５２ △0.5 △  １３０ △0.4

Ⅱ 評価・換算差額等 △１,１４６ △3.6 △１,２９９ △4.4 △１,２１４ △4.2

その他有価証券評価差額金  ７８ 0.2 １４ 0.0 ６４ 0.2

繰延ヘッジ損益 ２１２ 0.7 １４３ 0.5 １７８ 0.6

土地再評価差額金 △１,４３８ △4.5 △１,４５７ △4.9 △１,４５７ △5.0

純 資 産 合 計 １３,９４３ 43.4 １３,２４０ 45.0 １３,８６６ 47.7

負 債 純 資 産 合 計 ３２,０９４ 100.0 ２９,４４５ 100.0 ２９,０９１ 100.0
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(2) 中間損益計算書 
（単位：百万円） 

前年中間期 当 中 間 期 前 期 

（18. 4. 1～18. 9.30） （19. 4. 1～19. 9.30） （18. 4. 1～19. 3.31）
                  期  別 
 
  科  目 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

 ％ ％ ％

Ⅰ 売 上 高 ４２,５１２ 100.0 ４１,２９９ 100.0 ８９,４１３ 100.0

Ⅱ 売 上 原 価 ３８,１７１ 89.8 ３７,２１８ 90.1 ８０,３０１ 89.8

売 上 総 利 益 ４,３４０ 10.2 ４,０８１ 9.9 ９,１１２ 10.2

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ４,４４０ 10.4 ４,４３２ 10.7 ９,０８３ 10.2

営業利益（△は損失） △  １００ △0.2 △  ３５０ △0.8 ２９ 0.0

Ⅳ 営 業 外 収 益 ６０ 0.1 ９６ 0.2 １２１ 0.1

Ⅴ 営 業 外 費 用 ２６ 0.1 １０７ 0.3 ８４ 0.1

経常利益（△は損失） △   ６６ △0.2 △  ３６１ △0.9 ６６ 0.1

Ⅵ 特 別 利 益 ４６ 0.1 ３９ 0.1 ２２０ 0.2

Ⅶ 特 別 損 失 ３４ 0.1 ５０ 0.1 ２２４ 0.3

税 引 前 中 間 （ 当 期 ） 
純 利 益 ( △ は 損 失 ) △   ５４ △0.1 △  ３７３ △0.9 ６２ 0.1

法人税､住民税及び事業税 ２５ 0.1 １９ 0.0 ４６ 0.1

過 年 度 法 人 税 等 － － － － １１ 0.0

法 人 税 等 調 整 額 △   ２７ △0.1 △   １３ △0.0 ８４ 0.1

中 間 （ 当 期 ） 純 損 失 ５２ △0.1 ３７８ △0.9 ７８ △0.1
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(3) 中間株主資本等変動計算書 
前年中間期（18. 4. 1～18. 9.30）                              （単位：百万円） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 
 

資本金 
資本準備金 利益準備金 固定資産 

圧縮積立金
別途積立金 繰越利益剰余金

利益剰余金

合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 5,211 5,010 243 166 4,020 757 5,187

中間会計期間中の変動額   

固定資産圧縮積立金取崩 

（注） 
 △13  13 －

固定資産圧縮積立金取崩 

（当中間期取崩分） 
 △5  5 －

剰余金の配当（注）   △139 △139

中間純損失   △52 △52

自己株式の取得   

株主資本以外の項目の中間

会計期間中の変動額（純額） 
  

中間会計期間中の変動額合計 － － － △19 － △172 △192

平成 18 年 9月 30 日残高 5,211 5,010 243 147 4,020 584 4,995

 

株主資本 評価・換算差額等 

 

自己株式 
株主資本 

合計 

その他    

有価証券 

評価差額金

繰延ヘッジ

損益 

土地再評価 

差額金 

評価・換算

差額等合計

純資産合計

平成 18 年 3月 31 日残高 △127 15,282 172 － △1,438 △1,266 14,016

中間会計期間中の変動額   

固定資産圧縮積立金取崩 

（注） 
 －  －

固定資産圧縮積立金取崩 

（当中間期取崩分） 
 －  －

剰余金の配当（注）  △139  △139

中間純損失  △52  △52

自己株式の取得 △0 △0  △0

株主資本以外の項目の中間

会計期間中の変動額（純額） 
 △93 212 － 119 119

中間会計期間中の変動額合計 △0 △192 △93 212 － 119 △73

平成 18 年 9月 30 日残高 △128 15,089 78 212 △1,438 △1,146 13,943

（注）平成 18 年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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当中間期（19. 4. 1～19. 9.30）                                （単位：百万円） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 
 

資本金 
資本準備金 利益準備金 固定資産 

圧縮積立金
別途積立金 繰越利益剰余金

利益剰余金

合計 

平成 19 年 3月 31 日残高 5,211 5,010 243 141 4,020 583 4,988

中間会計期間中の変動額   

固定資産圧縮積立金取崩 

（当中間期取崩分） 
 △5  5 －

剰余金の配当   △139 △139

中間純損失   △378 △378

自己株式の取得   

株主資本以外の項目の中間

会計期間中の変動額（純額） 
  

中間会計期間中の変動額合計 － － － △5 － △512 △518

平成 19 年 9月 30 日残高 5,211 5,010 243 135 4,020 70 4,470

 

株主資本 評価・換算差額等 

 

自己株式 
株主資本 

合計 

その他    

有価証券 

評価差額金

繰延ヘッジ

損益 

土地再評価 

差額金 

評価・換算

差額等合計

純資産合計

平成 19 年 3月 31 日残高 △130 15,080 64 178 △1,457 △1,214 13,866

中間会計期間中の変動額   

固定資産圧縮積立金取崩 

（当中間期取崩分） 
 －  －

剰余金の配当  △139  △139

中間純損失  △378  △378

自己株式の取得 △22 △22  △22

株主資本以外の項目の中間

会計期間中の変動額（純額） 
 △49 △34  △84 △84

中間会計期間中の変動額合計 △22 △540 △49 △34 － △84 △625

平成 19 年 9月 30 日残高 △152 14,540 14 143 △1,457 △1,299 13,240
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前期（18. 4. 1～19. 3.31）                                 （単位：百万円） 
株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 
 

資本金 
資本準備金 利益準備金 固定資産 

圧縮積立金
別途積立金 繰越利益剰余金

利益剰余金

合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 5,211 5,010 243 166 4,020 757 5,187

事業年度中の変動額   

固定資産圧縮積立金取崩 

（注） 
 △13  13 －

固定資産圧縮積立金取崩  △11  11 －

剰余金の配当（注）   △139 △139

当期純損失   △78 △78

自己株式の取得   

土地再評価差額金取崩   18 18

株主資本以外の項目の事業

年度中の変動額（純額） 
  

事業年度中の変動額合計 － － － △25 － △174 △199

平成 19 年 3月 31 日残高 5,211 5,010 243 141 4,020 583 4,988

 

株主資本 評価・換算差額等 

 

自己株式 
株主資本 

合計 

その他    

有価証券 

評価差額金

繰延ヘッジ

損益 

土地再評価 

差額金 

評価・換算

差額等合計

純資産合計

平成 18 年 3月 31 日残高 △127 15,282 172 － △1,438 △1,266 14,016

事業年度中の変動額   

固定資産圧縮積立金取崩 

（注） 
 －  －

固定資産圧縮積立金取崩  －  －

剰余金の配当（注）  △139  △139

当期純損失  △78  △78

自己株式の取得 △2 △2  △2

土地再評価差額金取崩  18  18

株主資本以外の項目の事業

年度中の変動額（純額） 
 △108 178 △18 51 51

事業年度中の変動額合計 △2 △201 △108 178 △18 51 △150

平成 19 年 3月 31 日残高 △130 15,080 64 178 △1,457 △1,214 13,866

（注）平成 18 年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 


